
 

 

 

 

 

 

           
   

 授業をはじめ，各種教育活動は、教材・教具を活用して行われ 

ています。授業に必要な設備や用品などは、設置者である阿蘇市

が、その費用を負担し、整備することになっています。 

 購入された物品は、阿蘇市所有の「公物」となります。したが

って学校にある物品の使用、保管の方法については市の財務規則

や、地方自治法などの国の法律によって規定されています。 

 

例えば、授業で電子黒板を使用する場合、先生方は「使用者」

として、「物品管理」の一部の役割を分担することになります。 

 授業をされる先生方は「使用者」として、ICT 機器担当者「共

用責任者」より授業の時間、電子黒板を受領し、「物品の良好な保

管と効率的な活用」が行われるよう努める必要があります。 

 

もし、使用中の電子黒板に不具合があれば、授業をされている

先生は、ICT 機器担当者にその状況を報告します。ICT 機器担当

者は機器の状態を確認し、事務職員に報告するようになっていま

す。 

「使用者」である先生方には民法上の「善良なる管理者として

の注意義務」が課されていますのでご理解ください。 
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備品の使用について 



       給与のはなし ７    
  今回は扶養についての資料を掲載します。扶養手当、共済

組合の健康保険に関連する被扶養者、税金の控除対象となる

被扶養者は各々別の法にもとづくものです。       

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

       

「各法上の扶養親族の区分と手続き一覧」学校事務必携より 


